
イーオンキッズでは小学校６年生までに英検®３級、中学校卒業までに英検®２級合格を目標とし、英語4技能をバラ
ンスよく伸ばせるカリキュラムでレッスンを行っています。
英検®学習のメリットは英語学習のきっかけやモチベーションにもつながることです。「この級に合格したい！」という
明確な目標を作ることもでき、合格することで英語への自信をつけることもできます。
この度、英会話コースにプラスすることでさらに効率よく英検®合格を目指せる新しいコンテンツが登場しました！ 
お子様の学習ペースや目標に合わせて、ぜひご活用ください！

レッスンの予習復習にご利用いただいている生徒様専用の学習サイト「イーオンキッズアイクラブ」。
そんなアイクラブに新しく英検対策コンテンツが2021年4月から登場します！
気軽に英検の問題を試すこともできるので、今すぐではなく将来的に英検を受験したいというお子様にもピッタリ。
また、英語4技能強化や受験対策に活用いただくことも可能です。ぜひ皆様ご利用くださいね！

アイクラブでの勉強方法は担任教師やカウンセラーに聞いてみてくださいね。
また、まだアイクラブを使ったことがない方は、新規登録が必要になります。ご不明な点はスクールスタッフへお尋ねください。

通常レッスンに英検®対策コンテンツや英検®対策コースをプラスするこ
とで４技能がより効率的に身につきます！ また弱点の補強にも最適です！

【イーオンキッズが目指す英検®取得目標レベル（目安）】

レッスンにプラスすることで４技能をより一層鍛える！

□ イーオンキッズ生なら無料で使い放題！
□ 5級～準1級まで対応！ お子様の希望やペースに合わせて学習できる！ （準1級は順次リリース予定）
□ 問題を解いた後には発音再生や詳しい解説があり理解が深まる！
□ 普段の予習復習のようにアイクラブで学習できるので、
　 お子様一人でも安心して学習可能！

イーオンキッズアイクラブに新登場！「英検®対策コンテンツ」！新登場
❶

新コース「英検®対策コース」 2021年4月から新規開講！
さらに英検対策を強化したい！ という方にはこちらがおすすめ！ 新たに「英検対策コース」が開講いたします！
本コースでは「英検合格」を目指すことに加え、お子様の英語力を総合的に伸ばすこともできるカリキュラムになっています。
英検はお子様の学習目標設定や、やる気向上にも最適です。

イーオンキッズのレッスンだけではなく、アイクラブや英検対策コースをプラスして、４技能をより効果的に上げることで、英検合格やその
先にある英語の目標を達成しましょう！
英検に合格した先輩たちの声は本誌P6～P7に掲載しています。みなさんどのような学習をしていたのか、読んでみてくださいね！

教室で英検対策コースを学ぶことでより集中して効率的に学ぶことができます。わからないところをすぐに先生に質問できる点も良いで
すよね。ご興味がある方は、ぜひカウンセラーや担任の先生にご相談くださいね！
※小学校1年生対象の英検５級対策コースは、2021年10月開講を予定しています。　※開講状況は、スクールによって異なります。詳しくはカウンセラーにお問合せください。

□ 通常の英会話コースにプラスして受講することで、効率よく総合的な実力アップが可能！
□ イーオンキッズ自慢の日本人教師が日本語でレッスンを行います。
　 「先生に質問しながら、理解を深めて英検の勉強をしたい」というお子様にぴったり！
□ お友達と一緒にグループで学習することで、お子様のモチベーションもよりアップ！
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４技能をバランスよく習得
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会話レッスン
苦手問題を何度も解くことで４技能の弱点を補強

英検®対策コンテンツ

英検取得を目標にテキストに沿って学習。総合的に力をつける
英検®対策コース

新登場
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「日本において英語は外国語“だった”」と過去形で表すと、

「えっ？」と思われるかもしれません。でも、日本社会は急速に変化

していて、今や英語は「コミュニケーションのためのもう一つの共

通語」になりつつあります。例えば、Covid-19の各国の感染対策

や研究結果に関する情報は、英語を通して得ています。また、英語

を母語としないアジアの人たちが集まる会議では、通常、英語で

議論が行われます。文部科学省も、英語は一部の業種や職種だ

けでなく、生涯にわたって様々な場面で必要になることを伝えてい

ます。

そこで大切になるのは、「コミュニケーション」のとらえ方です。

小・中・高等学校の新しい英語教育では、「聞く」「読む」「話す［や

り取り］」「話す［発表］」「書く」の5つの領域をバランス良く学習す

ることになります。この総合的な力がコミュニケーション力です。

「バランス良く」と言っても、5つの領域の学習時間を均等配分

してバラバラに進めるのではなく、複数の領域を関連付けて学習

することが大切です。基本的には、聞いたり読んだりして音声や文

字を通して得た情報や表現などを活用しながら、話したり書いたり

することにつなげていくサイクルです。例えば、趣味について話し

合っている会話を聞く→その会話を読んで、趣味の説明の仕方

や必要な表現を学習する→自分自身の趣味を話したり書いたりし

て伝える、といった流れです。その際、話したり書いたりする英語

は、聞いたり読んだりする英語よりも質が落ちるのは全く自然なこ

とです。自分のレベルや興味関心に合わせてできるだけたくさんの

英語を聞いたり読んだりしつつ、1～2年前に学習した英語レベ

ルで表現できるようになることを目指すというイメージでいいと思い

ます。

もう1つ重要なのは、日常生活の中で実際に英語に触れて楽し

む機会を頻繁に持つことです。学校の授業で学習したことをベー

スに、学校外でもどれくらい英語と付き合う時間があるかが、英語

ユーザーとしての成長に大きく影響してきます。海外へ行かなくて

も、そのチャンスはたくさんあります。イーオンキッズの皆さんは、今

まさにその経験を積んでいることになりますね。Go for it!
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向後 秀明
こう   ご ひで  あき

1964年、千葉県生まれ。22年間の高校教員生活を経て、2008年に千葉県教育庁教育
振興部指導課指導主事。その後、2010年に文部科学省初等中等教育局教育課程課・
国際教育課外国語教育推進室教科調査官。2017年より現職。学習指導要領の改訂に
深く関わり、小学校から大学まで、英語の指導と評価に関する研修を行っている。趣味は
ジョギング、温泉旅行、家電製品店頭チェック。

これからの英語学習にどう向き合っていくか
～変化する英語の位置付けを踏まえて～

敬愛大学
英語教育開発センター長・国際学部国際学科教授


